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若
年
社
員
か
ら
み
た
電
機
産
業
の
魅
力
と

は
―
―
。
半
導
体
や
液
晶
な
ど
、
海
外
メ
ー

カ
ー
と
の
熾
烈
な
競
争
か
ら
苦
境
に
立
た
さ

れ
る
分
野
も
出
て
き
て
い
る
な
か
で
、
電
機

業
界
の
産
業
別
労
働
組
合
で
あ
る
電
機
連
合

（
約
六
四
万
一
〇
〇
〇
人
、
有
野
正
治
委
員

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
日
本
の
電
機
産
業
が
ど

の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、

若
年
層
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
業
界
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、

技
術
力
の
高
さ
な
ど
が
浸
透
し
て
い
る
一
方
、

円
高
な
ど
の
影
響
を
う
け
や
す
い
点
や
、
利

益
率
が
低
い
こ
と
、
長
時
間
労
働
な
ど
が
産

業
と
し
て
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
回
答
者
の
仕
事
の

満
足
度
を
み
る
と
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど

で
は
満
足
度
は
高
い
が
、
賃
金
水
準
や
業
務

量
な
ど
つ
い
て
は
相
対
的
に
満
足
度
が
低
か

っ
た
。

　

調
査
は
電
機
連
合
直
加
盟
組
合
の
研
究
、

開
発
・
設
計
、
Ｓ
Ｅ
職
な
ど
に
従
事
す
る
四

〇
歳
以
下
組
合
員
を
対
象
に
、
二
〇
一
一
年

九
～
一
二
月
に
実
施
。
五
四
六
〇
人
（
回
収

率
九
一
・
〇
％
）
か
ら
回
答
を
得
た
。

技
術
力
が
高
く
、
優
れ
た
製
品

　

調
査
は
、
日
本
の
電
機
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
一
二
項
目
の
選
択
肢
を
あ
げ
、「
そ

う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な
い
」
ま
で
の

四
段
階
で
聞
い
た
（
図
１
）。

　
「
そ
う
思
う
」
と
「
あ
る
程
度
そ
う
思
う
」

の
合
計
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
の
は

「
高
い
技
術
力
を
持
っ
て
い
る
」（
九
二
・
九

％
）
で
、
次
い
で
「
優
れ
た
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
」（
九
二
・
五
％
）、「
社

　

高
い
技
術
で
優
れ
た
製
品
を
提
供
す
る
一
方
で
、

経
済
変
化
へ
の
脆
弱
さ
な
ど
の
課
題
も　

電
機
連
合
の
若
年
層
組
合
員
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査　

高い技能力を持っ
ている

優れた製品・サー
ビスを提供してる

社会や地域に貢献
している

技術等多くの知的
資産を持っている

優秀な人材が多い

研究開発に積極的
に投資している

グローバル化が進
んでいる

雇用が安定してい
る

人材の育成や確保
に熱心である

家庭との調和をと
しながら働ける

業界の給与水準が
高い

利益率が高い

そ
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な
い 
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あ
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リ
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設
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究
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発
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図１　日本の「電機業界」のイメージ（総計）

図２　現在の日本の「電機業界」の課題（総計）
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会
や
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
」（
八
九
・
二
％
）

と
続
い
た
。

　

逆
に
も
っ
と
も
割
合
が
低
か
っ
た
の
は
、

「
利
益
率
が
高
い
」（
二
〇
・
二
％
）
で
、
ほ

ぼ
八
割
の
人
が
業
界
の
利
益
率
が
高
く
な
い

と
捉
え
て
い
た
。
こ
れ
に
続
く
の
が
「
業
界

の
賃
金
水
準
が
高
い
」（
三
六
・
一
％
）、「
家

庭
と
の
調
和
を
と
り
な
が
ら
働
け
る
」（
四

〇
・
四
％
）
と
い
っ
た
労
働
条
件
や
働
き
方

に
関
わ
る
項
目
で
、「
雇
用
が
安
定
し
て
い

る
」
と
の
設
問
も
四
七
・
八
％
と
半
数
を
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

課
題
は
経
済
変
化
に
対
す
る
脆
弱
さ

　

電
機
業
界
の
課
題
に
つ
い
て
、
一
五
項
目

の
選
択
肢
か
ら
上
位
三
つ
を
選
ば
せ
た
と
こ

ろ
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
「
円
高
等
経

済
変
化
の
影
響
を
受
け
や
す
い
」（
三
九
・
二

％
）
で
、「
利
益
率
が
低
い
」（
二
九
・
二
％
）、

「
同
業
他
社
と
の
競
争
が
激
し
い
」（
二
七
・

四
％
）
と
続
い
た
（
図
２
）。
利
益
率
に
対

す
る
マ
イ
ナ
ス
の
捉
え
方
は
こ
の
設
問
で
も

浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
で
は
、
ほ
ぼ
四
人
に
ひ
と
り
が

「
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
が
遅

い
」（
二
四
・
一
％
）、「
業
界
的
に
長
時
間
労

働
で
あ
る
」（
二
四
・
一
％
）
を
あ
げ
た
。

魅
力
的
と
す
る
人
は
五
五
％

　

現
在
の
電
機
業
界
が
魅
力
的
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な

い
」
ま
で
の
四
段
階
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
そ

う
思
う
」
が
九
・
六
％
、「
あ
る
程
度
そ
う
思

う
」
が
四
五
・
九
％
で
、
両
者
を
合
わ
せ
た

五
五
・
五
％
の
人
が
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

〈
魅
力
的
で
あ
る
〉
と
感
じ
て
い
た
（
図
３
）。

　
〈
魅
力
的
で
あ
る
〉と
感
じ
る
人
の
割
合
を
、

「
技
術
系
職
種
」
と
「
事
務
・
営
業
系
職
種
」

別
に
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
五
五
・
一
％
、
五

八
・
一
％
と
大
差
は
な
か
っ
た
。

　

技
術
系
職
種
に
つ
い
て
、
結
果
を
年
齢
階

層
別
に
み
る
と
、「
二
四
歳
以
下
」（
五
八
・
八

％
）
と
「
二
五
～
二
九
歳
」（
五
九
・
一
％
）

で
は
六
割
近
く
に
達
し
た
が
、「
三
〇
～
三
四

歳
」（
五
一
・
九
％
）
と
「
三
五
歳
以
上
」（
五

二
・
一
％
）
の
三
〇
歳
以
上
の
層
に
な
る
と
、

同
割
合
は
五
〇
％
近
く
ま
で
低
下
し
、
年
齢

が
上
が
る
ほ
ど
〈
魅
力
的
で
あ
る
〉
と
感
じ

る
人
の
割
合
は
下
が
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

九
割
が
多
様
な
知
識
が
必
要
と
認
識

　

仕
事
の
現
状
に
つ
い
て
、
六
項
目
の
選
択

肢
を
示
し
、「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ

な
い
」
ま
で
の
四
段
階
で
聞
い
た
（
図
４
）。

　
「
そ
う
思
う
」
と
「
あ
る
程
度
そ
う
思
う
」

の
合
計
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
の
は

「
多
様
な
知
識
・
技
術
が
必
要
で
あ
る
」
の

八
八
・
九
％
で
、「
そ
う
思
う
」
だ
け
の
割
合

で
み
て
も
四
二
・
〇
％
と
、
圧
倒
的
に
他
の

選
択
肢
よ
り
も
高
か
っ
た
。

　

次
い
で
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
「
意
義
や

価
値
の
高
い
仕
事
で
あ
る
」（
七
六
・
三
％
）

で
、「
自
分
の
や
り
方
で
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
」（
七
二
・
二
％
）
も
七
割
以
上
の
人
が
選

ん
だ
。

　

一
方
、「
そ
う
思
う
」
と
「
あ
る
程
度
そ
う

思
う
」
の
合
計
の
割
合
が
も
っ
と
も
低
か
っ

た
の
は
「
学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
が
活
か

さ
れ
る
」（
三
〇
・
〇
％
）
だ
っ
た
。

　

技
術
系
職
種
と
事
務
・
営
業
系
職
種
と
で

回
答
結
果
を
比
較
す
る
と
、「
多
様
な
知
識
・

技
術
が
必
要
で
あ
る
」
は
技
術
系
職
種
（
九

三
・
八
％
）
の
方
が
一
六
・
五
ポ
イ
ン
ト
高

く
、「
学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
が
活
か
さ
れ

る
」
に
つ
い
て
も
、
技
術
系
職
種
（
三
四
・

九
％
）
の
回
答
割
合
が
一
三
・
七
ポ
イ
ン
ト

高
い
。

　

技
術
系
職
種
の
学
歴
別
に
み
る
と
、
大
学

院
修
了
は
学
歴
の
な
か
で
唯
一
、「
学
生
時
代

に
学
ん
だ
こ
と
が
活
か
さ
れ
る
」
の
割
合
が

四
割
を
上
回
っ
た
（
四
〇
・
四
％
）。

教
育
・
研
修
に
は
半
数
が
不
満

　

仕
事
に
関
連
し
た
八
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、

「
満
足
し
て
い
る
」
か
ら
「
不
満
で
あ
る
」

ま
で
の
四
段
階
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
満
足
し

て
い
る
」
と
「
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」
を
合

わ
せ
た
割
合
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
の
は

「
職
場
の
人
間
関
係
」（
七
九
・
五
％
）で
、「
福

利
厚
生
」（
七
〇
・
二
％
）、「
業
務
内
容
」（
六

八
・
二
％
）
な
ど
と
続
い
た
（
図
５
）。

　

一
方
、
満
足
度
が
も
っ
と
も
低
い
の
は
、

「
教
育
・
研
修
制
度
」（
五
二
・
四
％
）
で
、

次
い
で
「
業
務
量
」（
五
六
・
二
％
）、「
賃
金

水
準
」（
五
八
・
二
％
）
の
順
。
こ
こ
で
も
、

労
働
条
件
な
ど
「
人
」
に
対
す
る
施
策
へ
の

評
価
は
低
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

技
術
系
職
種
で
み
る
と
、
満
足
度
が
も
っ
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図３　現在の電機業界は魅力的かどうか

図４　仕事の現状（総計）
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と
も
低
い
の
は
「
教
育
・
研
修
制
度
」（
五
一
・

九
％
）
で
、
二
番
手
に
は
「
労
働
時
間
」（
五

三
・
九
％
）
が
入
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
事

務
・
営
業
職
種
で
は
、
ト
ッ
プ
は
「
教
育
・

研
修
制
度
」（
五
四
・
六
％
）
で
、
二
番
手
は

「
賃
金
水
準
」（
五
六
・
三
％
）
と
な
っ
て
い

る
。

必
要
な
職
場
の
人
間
関
係
の
掌
握

　

職
場
の
人
間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
現
状
に
つ
い
て
、
九
項
目
に
わ
た
っ
て

「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な
い
」
ま

で
の
四
段
階
で
尋
ね
た
（
図
６
）。

　
「
そ
う
思
う
」
と
「
あ
る
程
度
そ
う
思
う
」

の
合
計
割
合
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
の
は

「
社
内
の
人
間
関
係
の
掌
握
が
重
要
で
あ

る
」（
八
六
・
四
％
）
で
、
八
割
を
超
え
る
割

合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
「
仕

事
上
の
対
話
を
よ
く
行
っ
て
い
る
」（
七
一
・

八
％
）、「
職
場
は
互
い
に
助
け
合
う
雰
囲
気

で
あ
る
」（
六
三
・
八
％
）
だ
っ
た
。

　

技
術
系
職
種
と
事
務
・
営
業
系
職
種
別
に

結
果
を
比
較
す
る
と
、
差
が
大
き
か
っ
た
の

は
「
お
互
い
の
人
間
関
係
へ
の
関
心
が
高

い
」（
技
術
系
＝
三
八
・
七
％
、
事
務
系
＝
五

〇
・
四
％
）
と
「
メ
ン
バ
ー
の
一
体
感
を
重

視
す
る
」（
技
術
系
＝
三
一
・
三
％
、
事
務
系

＝
四
一
・
七
％
）
で
、
技
術
系
職
種
の
方
が

職
場
の
他
の
メ
ン
バ
ー
に
干
渉
す
る
意
識
が

低
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

現
在
の
会
社
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
か
に
つ

い
て
聞
く
と
、「
よ
か
っ
た
」
が
三
一
・
五
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
よ
か
っ
た
」が
五
四
・

二
％
で
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
八
割
以
上
が

〈
よ
か
っ
た
〉
と
し
た
（
図
７
）。

四
人
に
一
人
が
「
昇
進
ス
ピ
ー
ド

遅
い
」

　

同
期
入
社
者
と
比
べ
て
昇
進
・
昇
格
が
早

い
と
思
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
早
い
と
思

う
」
二
・
七
％
、「
ま
あ
早
い
と
思
う
」
九
・

五
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
六
二
・
〇

％
、「
や
や
遅
い
と
思
う
」
一
二
・
九
％
、「
遅

い
と
思
う
」
一
一
・
四
％
と
な
り
、
ほ
ぼ
四

人
に
ひ
と
り
が

〈
遅
い
と
思
う
〉

と
感
じ
て
い
た

（
図
８
）。

　

キ
ャ
リ
ア
育
成

や
人
事
評
価
に
対

す
る
考
え
方
に
つ

い
て
、
七
つ
の
項

目
を
示
し
、
相
対

す
る
考
え
方
を
示

し
て
ど
ち
ら
に
近

い
か
聞
い
た
（
図

９
）。
考
え
方
が

一
方
に
偏
っ
た
の

は
、
配
置
・
異
動
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
、

処
遇
の
項
目
だ
っ

た
。

　

配
置
・
異
動
か

ら
み
て
い
く
と
、

「
配
置
や
異
動
は

会
社
主
導
で
決
め

ら
れ
る
」（
八
五
・

七
％
、「
近
い
」
と

「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
近
い
」
の
回

答
の
合
計
、
以
下

職場の人間関係
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これまでのキャリア
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図５　仕事の満足度（総計）
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図７　現在の会社に入った感想
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く行っている
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職場全体の人間関
係は濃密だと思う

上司の指示や意向
は絶対である

お互いの人間関係
への関心が高い

互いの仕事内容な
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考え方や進め方が
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図６　職場の人間関係やコミュニケーションの現状について（総計）
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同
じ
）
が
「
配
置
や
異
動
は
個
人
の
意
思
を

尊
重
す
る
」（
一
三
・
四
％
）
を
大
き
く
上
回

っ
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
開
発
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
開
発
は

自
己
責
任
で
あ
る
」（
六
五
・
六
％
）
が
「
会

社
が
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
を
行
う
」（
三
三
・

三
％
）
を
大
き
く
上
回
り
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
は
自
己
責
任
だ
と
考
え
て
い
る
人
が
多

い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

処
遇
に
つ
い
て
は
、「
管
理
職
が
一
定
以
上

の
給
与
を
獲
得
」（
六
八
・
二
％
）
が
「
管
理

職
と
同
等
以
上
の
給
与
を
獲
得
」（
三
〇
・
五

％
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

仕
事
を
通
じ
て
成
長
し
て
い
る
実
感
が
あ

る
か
ど
う
か
を
聞
く
と
、「
か
な
り
あ
る
」（
一

一
・
七
％
）
と
「
や
や
あ
る
」（
六
〇
・
七
％
）

を
合
わ
せ
、
七
割
以
上
の
人
が
成
長
の
実
感

が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
（
図
10
）。

「
転
職
し
た
い
」
は
八
％

　

い
ま
の
会
社
で
の
就
労
意
思
を
聞
く
と
、

「
定
年
ま
で
働
き
続
け
た
い
」
が
三
七
・
九

％
と
四
割
弱
を
占
め
、「
一
〇
年
以
上
は
働
き

続
け
た
い
」
が
一
五
・
五
％
、「
五
～
一
〇
年

は
働
き
続
け
た
い
」
が
九
・
五
％
、「
三
～
五

年
ぐ
ら
い
は
働
き
続
け
た
い
」
が
四
・
二
％
、

「
一
～
三
年
ぐ
ら
い
は
働
き
続
け
た
い
」
が

五
・
三
％
、「
機
会
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
転

職
し
た
い
」
が
七
・
九
％
な
ど
と
な
っ
て
い

る
（
図
11
）。

高
い
専
門
職
志
向

　

将
来
希
望
す
る
働
き
方
に
つ
い
て
は
、「
特

定
領
域
で
高
い
専
門
性
を
獲
得
し
た
い
」（
三

二
・
五
％
）
と
す
る
専
門
職
志
向
の
人
が
も

っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
社
会
や
顧
客
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
た
い
」（
二
二
・
五
％
）、「
新
し

い
事
業
・
製
品
な
ど
を
創
造
し
た
い
」（
二
一
・

〇
％
）、「
組
織
を
束
ね
、
会
社
の
経
営
を
行

い
た
い
」（
一
二
・
三
％
）
な
ど
と
続
い
た
（
図

12
）。

＊
本
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
電
機
連
合
の
二
〇
一
二
調
査

時
報
第
三
九
七
号
「
若
年
層
か
ら
み
た
電
機
産
業
の
魅

力
」
研
究
会
調
査
報
告
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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図９　キャリア育成や人事評価に対する考え方について（総計）

図８　同期入社者と比べた昇進・昇格のスピード

件
数

5460

あ
る 

計

72.4

な
い 

計

25.2

無
回
答

ま
っ
た
く
な
い

あ
ま
り
な
い

や
や
あ
る

か
な
り
あ
る

総計 11.7 60.7 21.9 3.
3

2.
5

図 10　仕事を通じた成長実感
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図 11　今の会社での就労意思
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図 12　将来希望する働き方


